
オンデマンド配信期間：202６年４月１８（土）０時～4月19日（日）23時59分 ※日本時間

※約90分間（予定）の録画映像を配信期間内のご都合の良い時間帯でご視聴いただけます。

NPO法人国際教育振興協会 日本語教師ネットワーク機構主催 第１回 オンデマンド配信

令和８年度 日本語教員試験 受験準備講座

講師：新城宏治氏

NPO法人国際教育振興協会
日本語教師ネットワーク機構代表理事
株式会社エンガワ代表取締役
高崎健康福祉大学非常勤講師

【プロフィール】
株式会社アルクで約30年にわたり、
日本語事業に従事。日本語教科書、
月刊誌、e-ラーニング、日本語教員
試験対策教材など、さまざまな商品
開発に携わる。

文部科学省HPから
１．趣旨
日本語教員試験は、日本語教育の適正かつ確実な実施を図るための日本語教育機関の認定等に関する
法律（令和５年法律第４１号）に基づく登録日本語教員として文部科学大臣の登録を受けるために合格
することが必要な試験であり、日本語教育を行うために必要な知識及び技能を有するかどうかを判定する
ために行われる。令和8年度の日本語教員試験は本要項に基づき実施する。

2. 実施主体
日本語教員試験は、文部科学大臣が行う。

3. 受験資格
年齢、学歴、国籍等の条件は不問とする。

4. 試験の構成
試験は以下のとおり構成することとする。

5. 出題範囲等
「登録日本語教員実践研修・養成課程コアカリキュラム」（令和６年４月１日 中央教育審議会生涯学習
分科会日本語教育部会決定）の養成課程コアカリキュラムにおける必須の教育内容から出題する。

6. 試験実施期日等
①試験実施期日は、令和8年１１月８日（日）とする。
②試験会場は以下の地区に設ける。 北海道、東北、関東、中部、近畿、中四国、九州、沖縄
③自然災害等による試験の中止により、①の期日に試験を受験できなかった者を対象として、再試験を

実施することができる。
7. 出願方法
日本語教員試験システムによりオンラインで出願する。出願受付期間を含め、詳細については試験案内に
おいて示す。

8. 合格基準
合格基準は以下のとおりとする。
①基礎試験 必須の教育内容で定められた５区分において、各区分で６割程度の得点があり、かつ総合

得点で８割程度の得点があること。
②総合得点で６割程度の得点があること。

※ 基礎試験、応用試験とも、年度ごとの難易差等により合格基準の調整を行うこと がある。
9. 合格発表
合否は、日本語教員試験システムにより本人宛てにオンラインで通知する。発表日は受験案内において示す。

令和8年度 日本語教員試験 実施要項

◆主催 NPO法人国際教育振興協会 日本語教師ネットワーク機構（https://www.kokusai-npo.or.jp/wp/）
◆協力 株式会社 凡人社、株式会社アルク
◆申込方法 202６年４月１６日（木）１７時までに下記URL、もしくは右QRコードからお申込み下さい。
【オンデマンド配信 お申込みURL】 https://forms.gle/ZZ4K8D8YocbemDET8
※今回はライブ開催でのセミナーではございません。お申込みいただきました方にはオンデマンド配信用のURLを4月１６日（木）にBCCメールでご案内致します。

BCCメールが未着の場合は、4月17日（金）17時までに当機構 事務局（h-uno@kokusai-npo.or.jp）へご連絡をお願い致します。
※当機構の会員以外の皆様（非会員の皆様）が本イベントにお申込みいただくと自動的に当機構の会員登録が完了致します。（会員登録は、登録費用、会費不要です。）

参加費
無 料

当機構 会員様限定の特別講座

試験時間 出題数 出題形式 配点

基礎試験 120分 １００問 選択式 １問１点 （計100点）

応用試験
読解：１００分
聴解： ５０分 程度

読解：６０問
聴解：５０問

選択式 １問１点（計1１0点）

当機構の活動方針

令和6年4月1日に日本語教育の適正かつ確実
な実施を図るための日本語教育機関の認定等
に関する法律（令和5年法律第41号）が施行さ
れました。日本語教師を取り巻く環境は現在、
大きく変化しており、社会的役割はますます重要
になってきています。
当機構では、変化の激しい日本語教育の世界を
広い視野で見つめ直し、これからの日本語教師
に必要な情報をお届けしスキル・資質・能力を伸
ばすためのヒントをご提供致します。

令和8年11月8日（日）に令和8年度日本語教員試験が行われます。これまで日本語教員試験は2回行われましたが、合格率は43.5％（令和6年度）→61.2％
（令和7年度）と大きく変動しました。試験の難易度や出題傾向は大きく変わっており、令和8年度の試験を受験される方は、最新傾向を掴んでおく必要があります。

本セミナーでは、令和7年度の試験結果の分析、令和8年度の試験に合格するための戦略、本試験のサンプル問題の解説と模擬問題演習を行います。
模擬問題は、『日本語教員試験「応用試験 読解」解ける500問』『日本語教員試験「応用試験 聴解」解ける500問』（コスモピア）を使用します。

また、基礎試験、応用試験聴解、応用試験読解のそれぞれの問題の特徴、考え方や解き方の注意点、試験当日までの勉強法などをご紹介します。本講座を受講し
ていただくことにより、受験される皆様のご不安を少しでも解消できればと存じます。今年、あるいは来年以降に日本語教員試験を受験する予定の方は、奮って
ご参加ください。

なお、本講座は日本語教師ネットワーク機構の会員限定となっております。日本語教師ネットワーク機構の会費は無料ですので、この機会に入会と合わせて本講座
にお申し込みください。

◆対象： 日本語教員試験とはどういう試験なのか、どんな問題が出るのか等をお知りになりたい方、受験を検討中の方

https://www.kokusai-npo.or.jp/wp
https://www.kokusai-npo.or.jp/wp/
https://forms.gle/ZZ4K8D8YocbemDET8

